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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期

第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 17,554,035 20,406,684 23,551,040

経常利益 (千円) 323,803 703,597 542,457

四半期(当期)純利益 (千円) 331,911 614,367 478,063

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 664,181 1,376,802 1,302,387

純資産額 (千円) 3,434,465 5,396,047 4,072,464

総資産額 (千円) 18,293,976 20,919,042 18,469,651

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.00 14.81 11.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 14.77 ―

自己資本比率 (％) 18.7 25.8 22.0
 

　

回次
第65期

第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.91 8.38
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第65期第３四半期連結累計期間及び第65

期は、潜在株式が存在するものの希薄化効果を有しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における経済環境は、海外では、中国やアジアの新興国等における成長

鈍化が続く一方で、米国景気は堅調に推移しました。また、欧州でも一部の国で信用不安リスクは残

るものの、夏以降、景気は回復をたどり始めました。わが国では、日銀の金融緩和策による円安の進

行や米国の景気回復を背景に、輸出企業を中心に収益の改善が進んだほか、中小の非製造業において

も景況感が徐々に改善しました。こうした中で当社が関連する分野では、自動車市場において、中国

の需要回復と北米向けの販売増加により日本からの輸出や海外生産が堅調に推移したほか、ＯＡ機器

市場においても需要が徐々に回復してきました。当社におきましては、前年同四半期に比べ、自動車

向けやＯＡ機器向けの売上が堅調に推移したほか、ＡＶ機器向けや医療機器向け、住宅設備機器向け

でも売上が増加しました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比16.3％増の204億６百万円となり、営業利

益は前年同四半期比103.5％増の６億55百万円となりました。経常利益は、円安に伴い為替差益が増

加したため前年同四半期比117.3％増の７億３百万円となり、四半期純利益は前年同四半期比85.1％

増の６億14百万円となりました。

　

セグメントの業績は以下のとおりであります。

　

①精密ばね事業

国内では、自動車向けの売上高が増加しました。海外では、中国およびアジアにおいて自動車向け

やＯＡ機器向けの売上高が増加したほか、英国において医療機器向けの売上高が増加しました。これ

らの結果、売上高は前年同四半期比18.8％増の114億50百万円、セグメント利益は同84.1％増の４億

22百万円となりました。
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②プラスチック事業

国内では、顧客企業において海外への生産移転が進んだことにより、ＯＡ機器向け等の売上高が減

少しました。一方、海外においては、マレーシアでＡＶ機器向けの売上高が伸びたほか、中国やベト

ナムで自動車向けの売上高が大幅に増加しました。これらの結果、売上高は前年同四半期比16.8％増

の87億65百万円、セグメント利益は同157.9％増の３億７百万円となりました。

　

③ヒンジ事業

ヒンジユニット販売は、携帯電話向け事業の縮小が進んだことに伴い、売上高は前年同四半期比

53.4％減の１億91百万円、セグメント損失は78百万円（前年同四半期は33百万円の損失）となりまし

た。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産額は、209億19百万円となり前連結会計年度末に比べ24億49百

万円増加しました。

資産の部においては、現金及び預金が６億10百万円増加し、売上高の増加及び円安の影響により受

取手形及び売掛金が10億93百万円増加したことから、流動資産合計は20億２百万円増加しました。ま

た、有形固定資産については４億17百万円増加、投資その他の資産が29百万円増加しました。

負債の部においては、負債合計額は155億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億25百万円

増加しました。主な内容は、支払手形及び買掛金が３億56百万円増加したことや借入金が１億76百万

円増加したこと、前連結会計年度に設立した中国子会社の稼動等により流動負債のその他が５億58百

万円増加したことによるものであります。

純資産の部においては、純資産合計額が53億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億23百万

円増加しました。主な要因は、四半期純利益を６億14百万円計上したことや、円安の影響により為替

換算調整勘定のマイナス残高が７億15百万円減少したことによるものであります。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億62百万円であります。

　

(4) 従業員数

①連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、連結会社の従業員数の著しい増減はありません。

②提出会社の状況

当第３四半期累計期間において、提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績に著しい増減はありません。

　　

(6) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 125,000,000

計 125,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,533,708 41,533,708
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株
式。単元株式数は、1,000
株であります。

計 41,533,708 41,533,708 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 41,533,708 ― 1,000,000 ― 250,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 54,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式数
は、1,000株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式　

40,150,000
40,150 同上

単元未満株式 1,329,708 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 41,533,708 ― ―

総株主の議決権 ― 40,150 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含ま

れております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社の自己株式435株が含まれております。

３.　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱アドバネクス

東京都北区田端六丁目１
番１号

54,000 ― 54,000 0.13

計 ― 54,000 ― 54,000 0.13
 

(注) １ 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あり

ます。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

２ 当第３四半期会計期間末の自己株式数は、69,812株であります。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,424,724 3,035,455

受取手形及び売掛金
※１, ※３ 4,945,432 ※１, ※３ 6,038,980

商品及び製品 951,073 1,147,200

仕掛品 617,516 639,743

原材料及び貯蔵品 958,440 1,022,410

繰延税金資産 153 11,374

その他 413,703 413,690

貸倒引当金 △18,636 △13,930

流動資産合計 10,292,407 12,294,924

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,597,795 1,772,410

機械装置及び運搬具（純額） 2,245,924 2,536,736

土地 2,190,360 2,234,574

その他（純額） 898,202 805,839

有形固定資産合計 6,932,282 7,349,561

無形固定資産 204,882 204,780

投資その他の資産
※２ 1,040,078 ※２ 1,069,776

固定資産合計 8,177,243 8,624,117

資産合計 18,469,651 20,919,042

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,463,918 3,820,004

短期借入金 4,422,031 1,880,493

1年内返済予定の長期借入金 1,290,787 1,782,877

未払法人税等 185,232 173,678

賞与引当金 136,440 54,893

その他 938,739 1,497,565

流動負債合計 10,437,150 9,209,512

固定負債

長期借入金 1,556,584 3,782,270

繰延税金負債 345,901 370,550

退職給付引当金 1,644,576 1,831,420

環境対策引当金 4,506 4,506

資産除去債務 38,522 38,797

その他 369,945 285,936

固定負債合計 3,960,036 6,313,482

負債合計 14,397,187 15,522,995
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 256,717 256,717

利益剰余金 3,682,130 4,255,004

自己株式 △4,624 △7,720

株主資本合計 4,934,222 5,504,001

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,144 67,738

為替換算調整勘定 △899,543 △183,701

その他の包括利益累計額合計 △878,398 △115,963

新株予約権 16,640 8,009

純資産合計 4,072,464 5,396,047

負債純資産合計 18,469,651 20,919,042
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 17,554,035 20,406,684

売上原価 13,949,437 16,028,761

売上総利益 3,604,597 4,377,923

販売費及び一般管理費 3,282,640 3,722,731

営業利益 321,957 655,192

営業外収益

受取利息 9,730 9,237

受取賃貸料 69,407 84,084

持分法による投資利益 15,264 －

為替差益 82,086 192,954

その他 75,716 39,633

営業外収益合計 252,206 325,910

営業外費用

支払利息 180,262 141,774

持分法による投資損失 － 68,209

その他 70,097 67,521

営業外費用合計 250,359 277,505

経常利益 323,803 703,597

特別利益

固定資産売却益 8,952 4,683

受取保険金 168,350 10,727

負ののれん発生益 5,627 －

新株予約権戻入益 － 16,640

その他 1,039 －

特別利益合計 183,969 32,051

特別損失

固定資産売却損 914 －

減損損失 45,898 －

固定資産処分損 354 7,180

投資有価証券評価損 17,188 －

災害による損失 － 1,995

お別れの会関連費用 － 27,152

特別損失合計 64,355 36,328

税金等調整前四半期純利益 443,418 699,319

法人税、住民税及び事業税 107,286 107,463

法人税等調整額 4,220 △22,510

法人税等合計 111,507 84,952

少数株主損益調整前四半期純利益 331,911 614,367

四半期純利益 331,911 614,367
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 331,911 614,367

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,641 46,462

為替換算調整勘定 323,262 691,876

持分法適用会社に対する持分相当額 367 24,095

その他の包括利益合計 332,270 762,435

四半期包括利益 664,181 1,376,802

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 664,181 1,376,802
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

　

(会計方針の変更等)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、当社が保有する有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりましたが、第１

四半期連結会計期間より将来にわたり定額法に変更しております。

この変更は、当社製品の市場別売上高構成比が変化してきたことにより、生産機能や使用実績の見直し等を

行ったところ、製品のライフサイクルの長期化によって、有形固定資産の長期安定的な稼動傾向が強くなったた

め、耐用年数にわたり均等償却により費用配分を行うことが、費消実態をより適切に反映できると判断したこと

によるものであります。

この変更による影響額は、軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１ 受取手形割引高

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形割引高 203,280千円 145,286千円
 

　

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

投資その他の資産 1,260千円 1,115千円
 

　

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 65,278千円 57,515千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 681,623千円 811,543千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

平成24年６月21日開催の定時株主総会決議により、平成24年７月31日付で会社法第447条第１項及び

第448条第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備金を減少させ、その他資本剰余金に振り替えた

後、同日付で会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金を減少し、繰越利益剰余金に振り替

え、欠損填補を行っております。この結果、資本金が2,451,610千円、資本準備金が612,902千円減少

し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,000,000千円となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日
定時株主総会

普通株式 41,491 １ 平成25年３月31日 平成25年６月21日
繰越利益
剰余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 精密ばね事業 プラスチック事業 ヒンジ事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 9,641,263 7,501,903 410,869 17,554,035

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

68,957 10,111 ― 79,069

計 9,710,220 7,512,015 410,869 17,633,105

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

229,469 119,317 △33,975 314,811
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 314,811

セグメント間取引消去 7,146

四半期連結損益計算書の営業利益 321,957
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ヒンジ事業」セグメントにおいて、売却予定の資産の帳簿価額を売却予定価額まで減額し、当該減

少額を減損損失として特別損失にしております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては45,898千円であります。

　

（重要な負ののれん発生益）

「プラスチック事業」セグメントにおいて、当社連結子会社であるM.A.C.TECHNOLOGY(MALAYSIA)

SDN.BHD.の株式の追加取得を行い、完全子会社化したことにより負ののれん発生益が生じております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、第３四半期連結累計期間においては5,627千円

であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 精密ばね事業 プラスチック事業 ヒンジ事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 11,450,002 8,765,173 191,509 20,406,684

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

65,095 5,863 ― 70,959

計 11,515,097 8,771,037 191,509 20,477,643

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

422,386 307,664 △78,133 651,916
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 651,916

セグメント間取引消去 3,275

四半期連結損益計算書の営業利益 655,192
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

４. 報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より有形固定資産の減価償却方法を変更しております。

この変更による影響額は、軽微であります。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

(1)１株当たり四半期純利益金額 ８円00銭 14円81銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 331,911 614,367

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 331,911 614,367

普通株式の期中平均株式数(株) 41,501,481 41,481,570

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 14円77銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 107,834

(うち新株予約権) ― (107,834)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は、潜在株式が存在する

ものの希薄化効果を有しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   桐　 川　　　聡　　 　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   大　　兼　　宏　　章　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   金　　子　　勝　　彦   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年2月6日

株式会社アドバネクス

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アドバネクスの平成25年4月1日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平
成25年10月1日から平成25年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年12月
31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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